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　発生から３年が経過した新型コロナウイルス感

染症は、この間様々な予防対策が講じられてきま

したが、いまだ完全収束へのシナリオは見えてお

りません。しかしながら、徐々にコロナウイルス

と共存する生活様式が浸透するなかで、社会経済

活動も再開されてきました。

　政府は５月８日より、新型コロナウイルス感染

症の位置付けを現在の「２類相当」から「５類」に

移行する方針を決定いたしました。これにより、

流行前の国民生活や住民活動への回帰が加速され

てまいります。本町では引き続き、置戸赤十字病

院と連携した感染症予防対策を取りながら、あら

ゆる場面で日常を取り戻すことができるよう、着

実に取り組んでまいります。

　近年、地球温暖化による気候変動の影響により

想像を絶する自然災害が全国で頻発しております。

本町においても、記録的な大雨や降雹などの気象

災害による被害が発生し、町民生活に大きな影響

をもたらしています。

　本町は、面積の約８割を占める広大な森林と町

を貫流しオホーツク海へ注ぐ常呂川を有する「緑

と清流のまち」であります。将来にわたり、この

豊かな自然環境を次世代にしっかりと引き継いで

いくため、町民の皆さん、事業者の皆さんととも

に、2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロと

する「ゼロカーボンシティ」の実現を目指し、総

合的な政策転換を図ってまいります。

　昨年２月のロシアによるウクライナ侵攻を引き

金に世界経済は混乱し、燃料や資材などの価格高

騰の影響からあらゆる物価が上がり、今後におい

ても、電気料金をはじめ様々な分野で価格高騰が

見込まれるなか、本町も依然として厳しい財政状

況ではありますが、令和５年度予算編成にあたっ

ては、国や道の政策や方針を見極めながら、緊急

性の高い事業を優先し、取り組むことといたしま

した。

　これまで、新型コロナウイルス感染症は、様々

な分野に深刻な影響をもたらしてきました。長期

にわたる自粛生活によって、コミュニティ活動も

停滞し、人々の価値観や行動様式も変化したなか

で、依然として厳しい町政運営が続くであろうと

思います。ポストコロナを見据え、固定観念にと

らわれずに町職員が一丸となって課題解決に向け、

全力で取り組んでまいります。

　町民と行政が一体となって、「笑顔と夢を未来

につなぐ」町政に、しっかりと取り組んでまいり

ますので、町議会議員と町民の皆さんの深いご理

解とご協力をお願い申し上げます。

○高齢者保健福祉 　　
　高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画は、第
８期の最終年度を迎えます。住み慣れた地域で安
心して暮らせるよう、地域共生社会の実現に向け
て、計画目標を達成できるように努めます。また、
第８期計画を評価したうえで、各調査結果の分析

や地域課題を踏まえた第９期計画を策定します。
　地域密着型サービスとして運営されている通所
介護事業所や認知症対応型共同生活介護施設に対
し、運営費の補助や利用者の負担軽減を図り、サー
ビスの利用促進と安定的な運営への支援を継続し
ます。

　３月に開催された令和５年第３回置戸町議会
定例会で、深川町長が町政執行方針を述べ、そ
の実現に向けて必要な予算が決定されました。
　町政の基本的な考え方についてお知らせし
ます。

令和５年度

町政執行方針
（要旨）

健康で安心に暮らせるまちづくり
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○地域支援事業 　　
　地域包括支援センターを軸として、コロナ禍で停
滞していた支え合い活動や集いの場における介護
予防活動の推進に努めます。また、複雑な問題を抱
える方への相談対応などの支援を行います。

○認知症施策
　認知症の方やその家族に対して、認知症サポー
ター養成講座による知識の普及や「りんぐ☆おけ
と」などの事業を通じて支援を行います。

○介護サービス事業
　要支援者や要介護者に対する適切な各種サービ
スが状況に応じて提供されるよう努めます。

○養護老人ホーム・特別養護老人ホーム 　　
　社会福祉協議会を指定管理者として管理運営を
委託しておりますが、町職員１名の派遣を行い、よ
り一層の運営の効率化を図るとともに利用者に対
するサービスの質の向上が図られるよう、引き続き
支援します。
　施設整備では、養護老人ホームの音響設備の更新
と特別養護老人ホームの屋根や浴室の改修を実施
します。
　将来を見据えた特別養護老人ホームの整備や両
施設の運営の在り方などについて、受託者や関係機
関と検討を進めます。

○障がい者福祉
　心身障がい者の通院や通所、特別支援学校への
通学にかかる交通費の助成や、放課後等デイサー
ビス利用者に対しての利用促進事業を継続し、経
済的・身体的な負担軽減を図ります。

○少子化対策
　不妊治療が保険適用となりましたが、国や北海道
の助成制度が廃止され逆に自己負担が増えたこと
から、経済的負担の軽減と治療機会の確保が図られ
るよう、治療費の一部を助成します。
　従来の伴走型相談支援事業に加えて、出産・子育
て応援給付金を支給し、安心して出産や子育てがで
きる環境を整えます。

○子育て支援事業 　　
　第２期子ども・子育て支援事業計画に基づき、町
全体で子育て家庭を見守り、支えるまちづくりに、
政府の子育て政策と連携して取り組みます。
　認定こども園こどもセンターどんぐりは、保育料
及び副食費の完全無償化を継続し、子育て環境の経
済的支援の充実を図ります。

○母子保健事業 　　
　妊産婦が専門医療機関に受診するための通院費
助成と妊産婦健康診査事業を継続するとともに、産
後ケア事業の内容を拡充し、支援の充実を図ります。
　簡単に視覚検査ができる「スポットビジョンスク
リーナー」を導入し、３歳児健診などでこの機器を
使用した検査を実施し、子どもの視力異常の早期発
見に努めます。

○健康づくりと保健事業 　　
　第２期健康増進計画に基づき、乳幼児から高齢者
までの健康づくりと疾病予防対策として各種健診
や予防接種、訪問活動などに取り組みます。
　子どもインフルエンザ予防接種は、対象者を０歳
児まで拡大して実施します。
　生活習慣病の予防と疾病の早期発見のため、特定
健康診査とがん検診の受診率の向上を図るととも
に、生活指導や特定保健指導の強化に一層努めます。
　脳ドックとともに受診希望の多いＰＥＴ－ＣＴ
がん検診助成事業は、定員を増やし、受診機会の拡
充を図ります。

○歯・口腔の健康づくり 　　
　歯の健康を保つため、幼児期からのブラッシング
指導のほか、虫歯予防に効果的なフッ素・サホライ
ド塗布及びフッ化物洗口と歯周病の早期発見のた
め歯周病検診を実施します。

○地域医療 　　
　置戸赤十字病院に対しては、安心と安全、地域医
療充実のための財政支援を継続し、歯科診療所にお
いても引き続き歯科治療の充実を図ります。

令和５年度 町政執行方針

介護予防いき
いき運動教室

５歳児健康
相談
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令和５年度 町政執行方針

　子どもたちがふるさとの歴史と文化に誇りを持
ち、持続可能な社会の創り手に成長するとともに、
町民一人ひとりが生涯にわたって学ぶことができ
る教育環境の構築に教育委員会と連携し、重点的
に取り組みます。
　小学校及び中学校には、空調設備（エアコン）
を設置します。
　置戸高等学校では、全国募集が実現したことか
ら、博愛寮に入寮する生徒を対象に帰省旅費の助

成とホストファミリー制度を新設し、支援の強化
を図ります。
　公民館施設では、アスベスト調査を行った中央
公民館床改修工事を実施します。
　児童館及び放課後児童クラブは、児童館の開設
に向けた検討委員会を引き続き設置し、将来を見
据えた子どもたちや保護者のニーズを十分に検討
し、基本設計を行います。

ふるさとへの愛着と誇りを育むまちづくり

○農業・畜産関係
　道営事業は、拓実北・南地区で農地中間管理機構
関連農地整備事業による区画整理、農道整備は、幸
岡雄勝線の道路改修を継続します。
　団体営土地改良事業は、農業水路等長寿命化・防
災減災事業により、常盤地区営農用水施設の機器改
修を実施します。
　畜産関係は、引き続ききたみらい第２地区で公社
営草地畜産基盤整備事業による草地整備改良を行
います。酪農対策として、酪農経営収益力向上支援
事業や乳汁妊娠判定を活用した酪農生産性向上支
援事業を新たに実施します。
　多面的機能支払事業は、農業用資源や農村環境を
守りながら持続的な営農を目標として、農地の維持
や資源の長寿命化などに努め、農業関連施設の保全
に向けて取り組みます。
　エゾシカなど野生鳥獣による農林業への大きな
被害が年々増加している状況のなか、電気牧柵機器
に対する支援を再開するとともに、猟友会の協力を
得ながら、有害鳥獣駆除の推進に努めます。

○林業関係
　森林環境譲与税を活用した新規担い手の確保や
労働環境整備の充実に向けた支援、高性能林業機
械などの整備に向けた支援の継続や森林吸収源対
策事業による除間伐の促進を図るとともに、新た
に被害地造林を追加した私有林整備を推進します。
　町有林は、積極的に皆伐や植栽を進めることと
し、従来の方針から考え方を転換しながら、計画
的な森林整備を推進します。
　2020東京オリンピック・パラリンピック競技
大会に提供した木材を有効活用するため、公共施
設などに設置するベンチを製作します。

○商工業関係 　　
　元気だすべぇ事業による起業応援金や各種補助
制度を活用した起業の促進と支援を継続し、商店街
の活性化に取り組みます。また、産業の垣根を超え
た意見交換の場を設置して、事業者に共通する人材
不足などの課題解決に向け検討します。
　地域で生活を営むうえで、良好な買物環境の維持
が不可欠であるため、飲食料品や生活必需品の買物
が困難な状況にならないよう、事業者や関係機関と
今後の持続的かつ効果的な対策を促進する観点か
ら協議を進め、生活基盤の安定を図ります。

○観光関係
　おけと勝山温泉ゆぅゆは、本館男湯脱衣所カー
ペットの張替えとコテージのベッドの更新、一部バ
リアフリー化改修を実施します。
　景勝地である鹿の子沢に訪れる方の安全を確保
するため、虹の滝から展望台までの散策路に丸太階
段や木柱ロープを設置します。

○オケクラフト関係
　オケクラフトが誕生して40周年を迎えるにあ
たり、様々な記念事業を実施します。
　一般社団法人おけと森林文化振興協会への支援
を通じて、地域ブランドとしてオケクラフトのさ
らなる発展に向けた取組を推進します。

にぎわいと活気あふれる産業のまちづくり

森林工芸館内
オケクラフト
展示風景
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令和５年度 町政執行方針

○防災関係 　　
　避難所として使用する拓殖住民センターの停電
時電源切替設備工事を実施します。

○消防関係 　　
　消防庁舎停電時電源切替設備工事と老朽化した
秋田分団詰所のサイレン塔改修工事を実施します。

○ごみ集積所関係 　　
　各自治会において、ごみ集積所に設置するごみ
箱など、新規に製作又は更新して設置する費用の
一部を新たに助成します。

○ゼロカーボンシティ関係 　　
　今や世界規模の課題である気候変動問題の解決
に向けて、本町における2050年までの「ゼロ
カーボンシティ」実現を目指すため、再生可能エ
ネルギー導入戦略を策定します。
　本年度の取組として電気自動車２台を導入する
ほか、引き続き住宅用太陽光発電システム設置費
用の一部を助成します。

○道路、橋梁修繕 　　
　町道置戸川南境野線の舗装修繕工事を継続しま
す。また、橋梁長寿命化計画に基づき、清流橋及
び川東橋の修繕工事を実施します。

○雨水対策 　　
　境野地区の頻発する集中豪雨による被害を軽減
するため、境野地区全体の雨水対策調査測量を実
施します。

○簡易水道事業 　　
　秋田浄水場の計装機器設備の更新を継続します。
また、国道242号の道路改良事業に伴う水道管
移設工事を実施します。

○下水道事業 　　
　昨年度に引き続き、今後必要となる置戸浄化セ
ンターの機器更新を見据えたストックマネジメン
ト計画の策定とＩＳＤＮ回線のサービス提供が終
了することに伴い、光回線に対応したマンホール
ポンプ遠方監視装置に更新します。

○町営住宅の整備 　　
　公営住宅等長寿命化計画に基づき、公進団地５
棟10戸の外壁と屋根の大規模改修を実施します。

○空き家対策 　　
　町内における適切な管理が行われていない空き
家などの実態を把握し、利活用の促進や生活環境
の保全を図るため、空き家等対策計画を策定しま
す。また、新たに空き家内にある不要となった家
財道具などを処分する費用の一部を助成します。

○地域の情報発信 　　
　オホーツク総合振興局管内の自治体が一体と
なって、一年を通じてオホーツクの魅力を道内外
に発信するプロモーション事業に参加します。
　本町の自然や観光についてもＳＮＳやユー
チューブを通じて、より多くの町内外の方に対し
てのＰＲに努めます。

○地域交通関係 　　
　唯一の公共交通機関である北見バスの利用促進
と利用者の負担軽減を図るため、北海道北見バス
株式会社が発行する１日バス乗り放題フリーパス
チケット購入費用の半額を助成します。

○地域おこし協力隊関係 　　
　本年４月から大通りにある旧店舗を活動拠点と
した、新たな活動がスタートします。引き続き、
活動意欲のある隊員の採用を幅広い分野で進め、
地域の活性化に取り組みます。

○町有施設関係 　　
　倉庫として利用している旧めぐみ幼稚園は、老
朽化が進んでいることから解体撤去が必要である
ため、アスベストの含有量調査を実施します。

快適で安全な暮らしを支えるまちづくり

未来に向けた持続可能なまちづくり

北見バスフリーパス
チケット（見本）

活動拠点施設
となる旧店舗

見　本
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　３月に開催された令和５年第３回置戸町議
会定例会で、平野教育長が述べた教育委員会
の所管事項に関する主要な方針についてお知
らせします。

令和５年度

教育行政方針
（要旨）

学 校 教 育
　令和２年度にスタートした小中一貫教育は、目
指す子ども像を「９年間をつなぐ教育活動を通し
て目指す15歳の姿」と一新し、本年度からの２
年間を「推進期」と位置付け取組を強化します。
　その１年目として、学習部会では、９年間を通
した教育課程の編成や小・中学生の希望者に検定
料を免除する英語検定の実施、９年間を見据えて
学年ごとに作成した「家庭学習のてびき」による
家庭学習の定着、生活部会では、いじめ・不登校
の連携した取組や特別支援教育に関する交流を積
極的に進めます。
　学校運営協議会でも小中一貫教育について議論
を重ねるとともに、認定こども園及び置戸高校と
の連携も視野に入れた協議を進め、地域一体と
なって「おけとの子ども」を育めるよう取り組み
ます。

○ふるさと教育
　高等学校と自衛隊が合同で実施している１日防
災学校に、新たに中学校が加わり、中・高合同の
１日防災学校を行います。

○ＩＣＴ教育
　タブレット端末の活用が「日常化」されつつあ
ります。校内・家庭において基本ルールの徹底を
図り、トラブルなどの未然防止、早期発見、早期
対応を迅速に進めます。

○特別支援教育
　一人ひとりの教育的ニーズに応じたきめ細やか
な指導や必要な支援を行うために、特別支援教育
支援員を小・中学校に引き続き配置します。学校
と認定こども園との連携では、教育支援委員会の
充実を図り、切れ目のない一貫した支援を行いま
す。

〇外国語教育
　外国語指導助手２名を小・中学校、認定こども
園、置戸高校への派遣を継続し「英語教育」の強
化に努めます。

○読書活動の推進
　学校巡回司書が小・中学校を巡回し、蔵書の充
実を進めるとともに居心地の良い学校図書館創り
を推し進めます。また、司書による授業支援を進
め、子どもたちの読書意欲の喚起に努めます。

〇体力向上対策
　新型コロナウイルスの対策を講じながら体育の
授業や部活動を継続していきます。部活動の地域
移行は中学校・保護者との連携を密に行い、本町
に適した移行を進めます。

〇就学援助
　新入学生児童生徒の学用品費を入学前に支給す
るなどの援助を継続します。

〇教職員の働き方改革
　中学校教職員用のＰＣの更新を行い事務処理の
効率化を図ります。小学校学習支援員の授業コマ
数を増やしＴＴ（チーム・ティーチング）の充実
を図り、担任の負担軽減を目指します。

〇学校給食
　「ふるさと給食」をパワーアップして継続しま
す。ほとんどの食材が値上がりしておりますが、
保護者の負担が軽減できるよう、本年度の値上げ
は行わないよう努めます。

〇置戸高校への支援
　全国募集が実現したことから、「帰省旅費」「ホ
ストファミリー制度」を新設し支援の強化を図り
ます。ダイバーシティコースが新設されたことに
より、「福祉の夢サポート奨学金」の給付要件で
ある介護福祉士の資格取得を免除し、３年間の従
事先を福祉施設から一般企業へ拡大します。

広報おけと6 ２０２３.４



令和５年度  教育行政方針

社 会 教 育
￥〇公民館活動
　各地域の生活課題や地域課題に向き合った活動
の推進を図り、それぞれの特色を活かした「まち
づくり」に向け、実践的に学習できる体制づくり
を進めます。

○社会教育関係団体
　文化団体やサークル活動の支援と新規加入、設
立を促す公民館教室などの実施により、時代に適
した活動を活発に行えるよう支援します。

○青少年教育・育成
　「ふるさと少年クラブ」や「チャーター事業」、
「遺跡発掘体験等授業」など引き続き実施します。

○児童館及び放課後児童クラブ
　児童館の開設に向けた検討委員会を引き続き設
置しながら、基本設計を行います。

○食のまちづくり推進事業
　農業・商業・観光及びオケクラフト分野との連
携を図り、役割分担を明確にしながら特産品の開
発・商品化に向けた取組を支援します。
　食に関する団体、サークルなどとの連携による
各種教室や事業について展開するとともに、引き
続き地産地消を含めた食育の普及に努めます。

○郷土資料・文化財関係
　学芸員を中心に、企画展の開催や郷土資料の保
存、整理を専門的に行うとともに、ふるさと教育
や研修会、講座などの開催により文化財や郷土の
歴史の継承に努めます。

社 会 体 育
　ファミリースポーツセンターのトレーニング
ルームの活用を促進し、スポーツトレーナーを継
続して配置します。定期的な健康教室の実施など、
幅広い世代にあわせた健康・体力保持及び運動機
能回復訓練などが楽しくできるようサポートしま
す。

　小学校低学年を対象の「おけとわんぱくクラ
ブ」の開催、少年少女スポーツ教室の開催、スポー
ツ少年団活動への支援を行います。
　パークゴルフの競技人口の拡大を図るため、初
心者及び親子、子ども向けの教室の開催、学校の
授業に取り入れるなど、学校・関係団体と連携を
強め、プレーの楽しさを体感できるような事業の
展開を図ります。

図 書 館
　町民の生活や地域の課題解決に役立つ資料の充
実を図るとともに、「知の宝庫」である図書館を
誰もが気軽に利用できるような働きかけを積極的
に行います。
　地域おこし協力隊の学校巡回司書や学校教諭と
連携を図り、学校図書館支援の充実など、子ども
たちの豊かな心を育む読書活動の推進を一層図り
ます。置戸町立図書館条例の制定70年を記念し、
講演会などの催しを実施するとともに、より町民
の皆さんが図書に触れるきっかけづくりに努めま
す。

森 林 工 芸 館
　オケクラフトは誕生から40周年を迎えます。様々
な記念事業を実施するとともに、地域ブランドとし
ての、オケクラフトのさらなる発展に向けた取組を
推進します。
　作り手養成塾は、これまでの指導経験を十分に活
かしながら、より効率的、効果的な指導を進めます。
　「すくすくギフト事業」は、新しく６代目モデル
となります。誕生したお子さんに「元気にすくすく
育ってほしい」という願いを込め、オケクラフトの
特別セットを贈る事業として引き続き実施します。
　「一般社団法人おけと森林文化振興協会」は、設
立後９年目を迎えます。インターネットを活用した
販売やふるさと納税の主力商品の提供など、流通販
売経路の拡大、安定的かつ円滑な材料の供給提供に
向けてさらなる連携を図ります。
　どま工房は、郷土資料館と連携を図りながら、秋
岡コレクションの基礎知識や手仕事文化、オケクラ
フトの歴史など学習の充実を図るとともに、町民へ
の情報発信にも積極的に取り組みます。

令和４年度
ふるさと教育
チャーター事業
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令和５年度 

まちのお金の使いみち
本年度の予算の概要と事業についてお知らせします。

笑顔と夢を未来につなぐまちの実現へ

　現在、本町の財政状況は、財政の健全化を示す
「実質公債費比率（Ｒ３決算～ 6.3）」や「将来負担
比率（Ｒ３決算～なし）」から判断すると、健全性
が維持されていると言えます。
　しかしながら、本町において今後一層進むこと
が予想される人口減少や国際情勢による燃料や物
価の高騰などの影響が見通せない状況からも自主
財源の確保は、厳しい状況の中で喫緊の課題とな
っています。
　国における令和５年度の地方財政対策では、地
方交付税などの一般財源総額が昨年度を上回る額
で確保されたことから、本町に対する地方交付税
も一定程度の維持が見込まれると判断されるとこ
ろです。
　住民ニーズは多様化し、高齢化、物価の上昇か
ら物件費や扶助費、公共施設の老朽化による維持
管理経費などは近年増加傾向にあります。
　投資的経費においては、橋梁長寿命化事業や道
路の改修、町営住宅改修など町民生活に直結した
インフラに対して計画的な改修が必要となってい
ます。

　本町の財政事情を認識した上で、長期的な視点
による持続可能な財政運営を基本に据え、経常経
費の歳出抑制や優先度・緊急度の高い事業の選択
と重点化をした上で、歳入の確保に努めた予算編
成となりました。

　一般会計は46億6,600万円を計上し、前年度当初
予算との比較では、１億400万円、2.2％減の予算
となりました。
　特別会計は、本年度より簡易水道事業及び下水
道事業を公営企業会計に移行することにより、そ
れぞれ簡易水道事業会計・下水道事業会計とし、
より一層効果的な運営を図ります。
　介護サービス事業特別会計では、特別養護老人
ホームの業務用洗濯機の更新に332万円を計上しま
したが、昨年度に空調設備工事やシステム改修が
完了したことから会計全体では、1,080万円、39.6
％の減額となっています。
　その他の特別会計では、ほぼ前年並みとなり、
一般会計と４特別会計を合わせた新年度予算の総
額は、前年度当初予算比2.1％減の55億6,330万円
となりました。

会 計 名 令和５年度予算 令和４年度予算 前年度対比

一 般 会 計 46億6,600万円 47億7,000万円 △2.2

国民健康保険特別会計 4億6,320万円 4億6,120万円 0.4

後期高齢者医療特別会計 6,090万円 6,130万円 △0.7

介護保険事業特別会計 3億5,670万円 3億6,160万円 △1.4

介護サービス事業特別会計 1,650万円 2,730万円 △39.6

計 55億6,330万円 56億8,140万円 △2.1

簡 易 水 道 事 業 会 計 4億3,207万円 令和５年度から

公営企業会計へ移行下 水 道 事 業 会 計 3億718万円

会計別の予算

広報おけと8 ２０２３.４



町税
3億1,352万円（6.7％）

町債
2億6,800万円（5.8％）

繰入金
4億2,228万円（9.1％）

道支出金
1億7,913万円（3.8％）

国庫支出金
2億5,512万円（5.5％）

地方消費税交付金等
7,740万円（1.6％）

使用料及び手数料等
1億2,052万円（2.6％）

諸収入等
2億1,549万円（4.6％）

地方譲与税
9,454万円（2.0％）

地方交付税
27億2,000万円
（58.3％）

一般会計
歳入総額

46億6,600万円

一般会計
歳出総額

46億6,600万円

議会費
4,482万円（1.0％）

商工費
1億104万円（2.2％）

消防費
2億2,652万円（4.9％）

農林水産業費
3億9,354万円（8.4％）

教育費
5億1,399万円（11.0％）

土木費
4億1,414万円（8.9％）

衛生費
4億6,712万円（10.0％）

総務費
3億7,106万円（7.9％）

その他
439万円（0.1％）

民生費
9億4,507万円
（20.2％）

給与費
6億2,012万円
（13.3％）

公債費
5億6,419万円
（12.1％）

■歳入のあらまし
　町税は、国際情勢による原料・燃料価格の
高騰など地域経済への影響は懸念されるもの
の、固定資産税の伸びを見込み、前年度比2.4
％増の３億1,352万円を計上。
　地方交付税は、0.9％減の27億2,000万円を
計上。うち普通交付税は、前年度予算額とほ
ぼ同水準を見込み、25億500万円を計上。交付
税の振替措置である臨時財政対策債との合計
では、1.1％減の25億1,640万円を計上。特別
交付税は、置戸赤十字病院医療施設充実助成
分、地域おこし協力隊員経費分などを見込み、
２億1,500万円を計上。
　道支出金は、再生可能エネルギー導入戦略
策定の財源として新たに500万円を計上。

　財産収入は、造林事業の増により素材の売
払収入が増額となる見込みから、157.6％増の
6,328万円を計上。
　寄附金は、「ふるさと納税」を含めて昨年同
水準の2,057万円を計上。
　繰入金は、財政調整基金より１億8,000万円、
減債基金より２億円を繰入し、森林環境譲与税
を財源とした未来への森づくり基金事業の増額
分を含めて、0.9％増の４億2,228万円を計上。
　町債は、過疎対策事業債が２億250万円、緊
急防災・減災事業債などその他の起債が5,410
万円、臨時財政対策債1,140万円を合わせて
２億6,800万円を計上。令和５年度末の町債残
高は、現時点で42億9,944万円を見込み。
■歳出の主な事業・経費は次ページへ
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令和５年度の主な事業・経費

再生可能エネルギー導入戦略策定
　2050年までの「ゼロカーボンシティ」実現を
目指すため、再生可能エネルギー導入戦略策定
事業に1,000万円を計上したほか、電気自動車２
台の導入費795万円を計上しました。また、引き
続き、住宅用太陽光発電システム設置費用の一
部を助成します。

空き家対策制度の拡充
　町内の空き家などの実態を把握し、利活用の
推進や生活環境の保全を図るための空き家等対
策計画策定に650万円を計上しました。また、空
き家内にある不要となった家財道具などを処分
する費用の一部を新たに助成します。

地域おこし協力隊の任用
　４月から大通りにある旧店舗を活動拠点とし
た新たな活動がスタートします。地域の活性化
に取り組むため、幅広い分野での採用を進める
ための経費として5,331万円を計上しました。

公共交通機関の利用促進
　公共交通機関の利用促進と利用者の負担軽減
を図るため、北海道北見バス株式会社が発行す
る１日バス乗り放題フリーパスチケット購入費
用の半額を助成します。

老人ホーム運営の支援
　老人ホームに町職員１名の派遣を行い、運営
の効率化を図るとともに利用者に対するサービ
スの質の向上が図られるよう、引き続き支援し
ます。養護老人ホームの暖房自動制御装置や音
響設備の更新に278万円を計上しました。

資　源
エネルギー

くらし
応　援

地　域　
活性化

交　通

高齢者
福　祉

認定こども園運営の支援
　認定こども園こどもセンターどんぐりの運営
経費として１億9,588万円を計上し、保育料及び
副食費の完全無償化を継続し、子育て環境の経
済的支援の充実を図ります。

保健・医療体制の充実
　妊産婦が専門医療機関に受診するための通院
費助成と妊産婦健康診査事業を継続するととも
に、産後ケア事業の内容を拡充し、支援の充実
を図ります。
　簡単に視覚検査ができる「スポットビジョン
スクリーナー」の導入に150万円を計上し、子ど
もの視力異常の早期発見に努めます。
　子どもインフルエンザ予防接種は対象者を０
歳児まで拡大して実施します。
　ＰＥＴ－ＣＴがん検診助成事業は定員を増や
し、受診機会の拡充を図ります。
　置戸赤十字病院に対しては、安心と安全、地
域医療充実のための財政支援として１億2,600
万円を計上しました。歯科診療所においても引
き続き歯科治療体制の充実を図ります。

農業・林業の支援対策推進
　農業関係は、道営事業として生産性の高い農
業実現のため、基幹農道整備事業に1,634万円、
拓実北地区及び南地区の農地整備事業に1,490
万円、団体営事業として昨年工事に着手した常
盤地区の営農用水施設改修に1,845万円を計上
しました。
　造林事業は、9,227万円を計上し、下刈りや除
間伐など町有林の整備を進めます。森林環境譲
与税を財源とした未来への森づくり基金事業も
含め、計画的な森林整備を推進し、森林環境保
全の維持に努めます。

子育て

健　康　
づくり

産　業
農林業
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空き店舗の利用、活性化
　商工関係は、空き店舗の改装及び既存の店舗
改装事業と元気だすべぇ事業による起業応援金
と合わせて商工業の活性化を図ります。
　地域で飲食料品や生活必需品の買物が困難な
状況にならないよう、事業者や関係機関と協議
を進め、生活基盤の安定を図ります。
　観光関係は、勝山温泉ゆぅゆの運営の安定化
支援のため、指定管理委託料1,226万円を計上し
ました。また、本館男湯脱衣所のカーペット張
替及びコテージのベッド更新や一部バリアフリ
ー化改修を実施します。

予防的修繕で安全なまちへ
　土木関係は、境野地区の頻発する集中豪雨に
よる被害を軽減するため、境野地区全体の雨水
対策調査測量に700万円を計上しました。
　道路整備は、町道置戸川南境野線の改修工事
に3,000万円、橋梁長寿命化修繕計画に基づき、
愛の澤橋の実施設計に600万円と清流橋及び川
東橋修繕工事に4,850万円を計上しました。
　町営住宅は、公進団地５棟10戸の外壁と屋根
の大規模改修に3,650万円を計上しました。

町民の安全・安心の確保
　防災関係は、避難所として利用される拓殖住
民センターに災害等による停電時の電源確保の
ための電源切替装置設置工事に230万円を計上
しました。
　消防関係は、水槽付消防ポンプ自動車の更新
に5,280万円、消防庁舎の停電時電源切替設備工
事に620万円、秋田分団詰所のサイレン塔改修工
事に350万円を計上しました。

教育環境の充実
　置戸高校は、生徒の全国募集が実現したこと
から、入寮する生徒を対象とした帰省旅費の
助成とホストファミリー制度を新設するなど
1,520万円を計上し、支援の強化を図ります。

商　工
観　光

道路橋梁
住　　宅

防　災
消　防

学　校
教　育

　学校施設は、エアコンの設置工事費として小
学校に3,000万円、中学校に3,100万円を計上し、
快適な学びの環境整備に努めます。
　学校給食は、外部からの食材受け渡し口であ
るパススルー冷蔵庫を更新します。

児童館建設に向けた基本設計
　児童館及び放課後児童クラブは、児童館の開
設に向けた検討委員会を引き続き設置し、将来
を見据えた子どもたちや保護者のニーズを十分
に検討し、基本設計を行うため500万円を計上し
ました。
　公民館関係は、中央公民館の床改修工事に
1,800万円を計上しました。

オケクラフト誕生40周年
　オケクラフト誕生40周年を迎えるにあたり、
様々な記念事業を実施し、地域ブランドとして
のさらなる発展に向けて取組を推進します。

特別養護老人ホーム備品整備
　介護サービス事業特別会計では、特別養護老
人ホームの業務用洗濯機の更新に332万円を計
上しました。

水道管移設工事
　簡易水道事業会計では、秋田浄水場の機械計
装設備の更新に1,862万円、国道242号線の道路
改良事業に伴う水道管の移設工事に3,000万円
を計上しました。
　下水道事業会計では、置戸浄化センターの機
器更新を見据えたストックマネジメント計画策
定業務に840万円、従来のＩＳＤＮ回線から光回
線に対応したマンホールポンプ遠方監視装置へ
の更新工事に2,600万円を計上しました。

■����まちの財政計画や予算については、企画財政
課財政係までお問い合わせください。

　（☎52-3312）

社　会
教　育

森林工芸館

介　護
サービス

水　道
下水道

令和５年度 まちのお金の使いみち

広報おけと 11２０２３.４
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3/15  置戸中学校

3/20  置戸小学校

3/1  置戸高校
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先
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定
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額
六
十
三
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和
五
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度
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算
案
な
ど
全
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案
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案
ど
お
り
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決
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た

だ
き
ま
し
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。
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員
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で
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般
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ま
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ま
す
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さ
て
、
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に
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対
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、
先
月
か
ら
マ
ス
ク
着
用
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人
の
判
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が
基
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と

な
り
、
五
月
の
連
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明
け
に
は
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ン
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ン
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五

類
感
染
症
」
に
移
行
す
る
方
針
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、
今
ま
で
の
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限
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に
解
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さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
感
染
症
が
根
絶

す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続
き
基
本
的
な
感

染
対
策
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
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本
町
で
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、
新
年
度
か
ら
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
目
指
し
た
総

合
的
な
取
り
組
み
に
向
け
計
画
策
定
を
行
い
ま
す
。
地
球
温

暖
化
が
進
む
な
か
、
頻
発
化
す
る
災
害
や
地
球
環
境
の
変
化
、

食
料
不
足
な
ど
直
面
す
る
課
題
に
対
し
て
、
無
視
を
し
て
い

れ
ば
近
い
将
来
必
ず
人
類
が
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め
な
い
地
球
に
な
っ
て
し
ま
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ま
す
。
小
さ
な
町
か
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も
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実
に
一
歩
一
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、
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し
て

皆
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と
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恵
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取
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組
み
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ま
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す
。

　

幸
せ
の
花
「
福
寿
草
」
の
黄
色
い
花
が
咲
く
頃
は
新
た
な
出

会
い
の
時
で
も
あ
り
ま
す
。
新
た
な
期
待
を
胸
に
、
四
年
目

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

置
戸
町
長

　
深
川

　
正
美

第45回町民憲章推進大会・第57回表彰式開催

■服部佐知子氏プロフィール
㈱丘の上のわくわくカンパニー代表取締役、北海道阿
寒町生まれ。1999年、鶴居村に「丘の上のオーベルジュ
ハートンツリー」を開業し、2014年「㈱丘の上のわくわ
くカンパニー」を設立。2019年には台湾オフィスを開設。
2000年からはＷＷＯＯＦ（ウーフ＝農業体験と交流のＮ
ＧＯ）のホストとしても活躍中。

　続く第57回置戸町表彰式では、各分野で町の振興
発展に貢献された方に対し、その功績をたたえ、個
人21名と１団体が表彰・伝達されました。

　第45回置戸町民憲章推進大会が、２月19日中央公
民館で開催され、町民130名が参加しました。鶴居
村を拠点にさまざまな施設や事業を展開している服
部佐知子氏が「小さなまちでできること～幸せのお
すそわけ～」と題し、講演を行いました。
　今回は、講演内容の一部を紹介します。

まずは自らがその地の魅力を知る
　企業理念は「幸せのおすそわけ」。自らが住んで
実感した、その地の暮らしや食材のよさを多くの人
に知ってもらい、そこに暮らす自分たちの幸せをお
すそわけしたい、という思いで活動しています。小
さなまち、田舎でしかできない、自然の中でのサイ
クリングなど、都会の人たちからするととても新鮮
なもの。まずは自分が楽しむことを大切にし、自ら
が体験して得た、その地の魅力をどのように発信し
ていくかが大切であります。
　2000年からは、ＷＷＯＯＦのホストとして世界中
の若者を900人以上受け入れて、2019年には台湾オ
フィスを開設。現地での交流会では、北海道の良さ
を伝えるような取り組みも行っています。
　また、「お洒落にエコ」というのも、理念の１つ
です。例えば、布に蜜蠟をかけて作ったエコラップ
があります。エコラップは何度も使えて、最後には
土にかえる、地球・環境にやさしいものです。でき
るだけ使い捨てを使用せず、地球に優しい生活にも
心がけています。

広報おけと 13２０２３.４
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活 動 報 告地域おこし協力隊活動日誌
地域おこし協力隊員　青木 ゆめの

　2023年が始まり、雪がある時期もあっという

間に終わってしまいますね！

　雪の遊び、スノーシューガイドを置戸で２回

行われました。子どもでも大人になっても雪の

上を歩くことは、皆さんとても楽しそうで良

かったです！

　私は２月に沼田町に行き、スノーシューの楽

しみ方としてガイドの講習を受けてきましたが、

手のひらの上で身近な木の実や種、雪を観察し

てみて、どんな気温なのか、生き残るための特

殊な種の形には理由があったりと、解説を聞き

じっくり森を見ることはとてもおもしろかった

です。

　普段は自然の景色を広く見ていますが、時に

は上を見たり、虫眼鏡を使ったり、目を閉じて

耳で音を聴いてみたりと、置戸の自然をぜひ皆

さんにも改めて五感をフル活用して感じてもら

いたいです！

　木のまち置戸。私は木がとても好きで、町民

の方と一緒に鹿の子沢を歩いてもらい、「この

木が何の木か？」と１つずつ聞いて歩きまし

た！今年は、町の中に生えている木や植物を

もっと知り、置戸でのアクティビティのプラス

になればと思っています。

　これからもどうぞよろしくお願いします。

■�今月号の表紙：３月15日、置戸中学校卒業証書授与式

人
の
動
き

●世帯数　　1,381世帯（－５世帯）

●人　口　　2,660人（－９人）

●男1,229人（－３人）女1,431人（－６人）

令和５年２月28日現在（ ）内は１月末比

喜
び
と
悲
し
み
（
敬
称
略
）

■ご結婚おめでとうございます

○姥谷　謙太・大下　真由		 本町	 2/24

■お悔やみ申し上げます

○上石　秋生	 93歳	 勝山新生	1/27

○宮嶋　英夫	 88歳	 秋田	 2/13

○宮崎　壽子	 77歳	 若木	 2/13

○澤目　数子	 88歳	 西町	 2/16

〇河野　直枝	 93歳	 境野中央	2/17

○樋󠄀渡　千代子 102歳 緑清園	 2/18

○紀國　弘	 85歳	 栄第一	 2/25

置戸の情報をインターネットでチェック！

ホームページ YouTube

広報おけと14 ２０２３.４


